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温度によって，ものの体積はどう変わるかな？
空気，水，金ぞくのあたたまり方を思い出してみよう。

空気をあたためたり，冷やしたりしてみよう1

2 温度と体積の変化，もののあたたまり方2

①　空気の入った試験管の口にせっけん水の
まくをつけて，試験管をお湯や氷水につけ

たときのまくのようすを観察します。

②　試験管をあたためたときはまくがふくら
み，冷やしたときはまくがへこみます。

③　空気はあたためると体積が大きくなり，
冷やすと体積が小さくなります。

2 水をあたためたり，冷やしたりしてみよう

①　水をみたした試験管にガラス管をつけた
ゴムせんをして，試験管をお湯や氷水につ

けたときの水面の高さの変化を観察します。

②　試験管をあたためたときは水面が上がり，
冷やしたときは水面が下がります。

③　水はあたためると体積が大きくなり，冷
やすと体積が小さくなります。
④　水の体積の変わり方は，空気よりも小さくなっています。

3 金ぞくをあたためたり，冷やしたりしてみよう

①　金ぞくでできた球とその球がやっと通り
ぬけるぐらいの金ぞくの輪を用意し，球を

あたためたり冷やしたりしたときに，球が

輪を通りぬけるかどうかを調べます。

②　球を熱すると輪を通らなくなり，冷やす
とふたたび通るようになります。

③　金ぞくはあたためると体積が大きくな
り，冷やすと体積が小さくなります。
④　金ぞくの体積の変わり方は，空気や水よ
りもずっと小さくなっています。

4 アルコールランプの使い方

まくがふくらむ

湯
60

℃
0

℃

冷やす 冷やす

あたためる あたためる

せっけん水
のまく

まくがへこむ

氷
水空気

冷やす 冷やす

あたためる あたためる

湯
氷
水水

はじめの水面
の位置にしる
しをつける

60

℃
0

℃

球が輪を
通りぬける

金ぞくの輪
金ぞくの球

球が輪を通り
ぬけなくなる ふたたび球が

輪を通りぬけ
るようになる

球
を
冷
や
す

球
を
熱
す
る

空気・水・金ぞくは，体積がふえたりへったり
しても全体の重さは変わりません。

しんは
5

mmぐらい出す

しんが短くないかたしかめる

アルコールは
8

分目

ふた

横から火を
近づける

使う前に 火のつけ方 火の消し方アルコールランプの火
で，別のアルコールラ
ンプの火をつけない。

ふたをななめ上から
かぶせる。一度ふた
をとり，冷めたらま
たかぶせる。
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●学習日　　　月　　　日

空気をあたためたり，冷やしたりしてみよう1

2 水をあたためたり，冷やしたりしてみよう

3 金ぞくをあたためたり，冷やしたりしてみよう

あたためたり，冷やしたりすると空気の体積はどうなる？

あたためたり，冷やしたりすると水の体積はどうなる？

う

う

試験管をお湯に入れると
せっけん水のまくはどうなる？

試験管をお湯に入れると水面
の位置はどうなる？

試験管を氷水に入れると水面
の位置はどうなる？

試験管を氷水に入れると
せっけん水のまくはどうなる？

あ

あ い

い

金ぞくの体積の変わり方は空気や水と
くらべてどうなる？

あたためたり，冷やしたりすると，金ぞくの体積は
どうなる？

いあ

冷やす 冷やす

あたためる あたためる

せっけん水
のまく試験管

空気

冷やす 冷やす

あたためる あたためる

試験管

水

はじめの水面の
位置にしるしを
つける

あ 上に出ているしんの長さ う え

い アルコールの量

4 アルコールランプの使い方

アルコールランプを使う前
にたしかめることは？

アルコールランプに火をつけ
るときはどのようにつける？

火を消すときはふたをどの
ようにかぶせる？
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金ぞくのあたたまり方を調べよう5
①　金ぞくのぼうや板にろうそくのろうをぬり，それをあた
ためたときのろうのとけ方を観察します。

②　金ぞくのぼうの左はしを熱すると，左はしから右はしの
方へと，順にろうがとけていきます。

③　金ぞくの板の角を熱すると，熱したところに近い部分か
ら順にろうがとけていきます。また，板の中央を熱すると，

中央から外側に向かってろうがとけていきます。

④　金ぞくは，熱せられたところから熱が伝わって，まわり
に広がっていくようにあたたまっていきます。
⑤　金ぞくのぼうや板をかたむけた状

じょう

態
たい

で熱しても，熱せら

れたところから順に熱が伝わります。

6 水のあたたまり方を調べよう

①　ビーカーにみそと水を入れ，下からあたためた
ときの，とけたみその広がり方を観察します。

②　みその下から熱すると，とけたみそは上の方へ
と動いていきます。

③　水は熱せられて温度が上がると，同じ体積あた
りの重さが軽くなり，上の方へと動きます。そし
て，上にある温度の低い水は下の方へと動きます。
このように全体の水が回るようにあたたまります。

7 空気のあたたまり方を調べよう

①　電熱器に線こうのけむりを近づけ，けむりの動
き方を観察します。

②　下からあたためた線こうのけむりは，まっすぐ
上の方へと動いていきます。

③　空気は水と同じように，温度が上がると同じ体
積あたりの重さが軽くなり，上の方へと動きます。
そして，上にある温度の低い空気は下の方へと動
きます。このようにして，全体の空気があたた
まっていきます。

8 身近に見られる金ぞく・水・空気のあたたまり方を調べよう

表面にろうをぬる

金ぞくのぼう

ろうがはしから
順にとけていく

金ぞくの板

表面にろう
をぬる

ろうがはしから
順にとけていく

ろうが中央から
外側へ向かって
とけていく

みそが回るように動く

みそ
水

線こう 電熱器

28

℃

10

℃

金ぞく 金ぞくでできた
なべを熱してし
ばらくすると，
金ぞくでできた
なべのふたも熱
くなってきた。

水 空気ふろをわかし始め
てしばらくしてか
ら，湯の中に手を
入れると，上の方
だけあたたかく，
下の方はまだ冷た
かった。

だんぼうをつけた
部屋の温度をいろ
いろなところでは
かると，天じょう
近くの温度は高く，
ゆか近くの温度は
低かった。

とけたみその動
きが，ビーカー
内の水の動きを
表しています。

線こうの位置を，
電熱器の上で上下
左右にいろいろと
変えてみると，け
むりの動き方はど
うなるかな？
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金ぞくのあたたまり方を矢じるしで表してみよう

●学習日　　　月　　　日

金ぞくのあたたまり方を調べよう5

水のあたたまり方を調べよう6

空気のあたたまり方を調べよう7

身近に見られる金ぞく・水・空気の，あたたまり方を調べよう8

金ぞくの一部を熱すると，ほかの部分はどのようにあたたまっていく？

身近に見られる金ぞく，水，空気のあたたまり方を説明してみよう

お

水のあたたまり方を矢じるしで表し
てみよう

空気のあたたまり方を矢じるしで表
してみよう

水の下の方を熱すると，どのようにして全体があた
たまっていく？

空気はどのようにして全体があたたまっていく？

あ

あ

い

い

金ぞくのぼう
金ぞくの板 金ぞくの板 金ぞくの板

あ い う え

水

空気 ストーブ
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ものの温度による体積の変化や，ものがあたたまるようすは，わたしたち
の生活の中でも観察することができます。さがしてみよう。

体積の変化ともののあたたまり方

電車のレールのつなぎ目は，冬はすきまが
あるのに，夏になると見られなくなるよ。
どうしてかな？

温度による金ぞくの体積の変化を考えて，ちょっと
したくふうをすると，かん単にあけることができる
よ。どのようにしたらいいか，理由もいっしょに書
いてみよう。

へこんだピンポン玉をもとの形にもどすにはどのよ
うにしたらいいかな？ピンポン玉の中の空気の体積
に注目して，もとにもどす方法を，理由もいっしょ
に書いてみよう。

金ぞくは，あたためられると体積が〔①　　　　　　　〕なりますね。夏になって気温が高くなると，
1

本
1

本

のレールが〔②　　　　　　　〕なります。気温が上がってレールが〔③　　　　　　　〕
なっても，レールが〔④　　　　　　　〕ことがないように，最初から計算してすきまをつくって

いるんですね。

冬 夏

ふたがかたくてあかないよ !!

⑥

⑤

電車のレールのすきまが
見られる

電車のレールのすきまが
見られない

金ぞく
のふた

ガラスのびん

へこんだ
ピンポン玉

温
度に
よる金ぞくの

体積
の変化

電車のレール
のつなぎ目が
消える!?

温
度に
よる金ぞくの

体積
の変化

びんのふた
があかない
ときは…

温度
による空気の
体積
の変化

へこんだピン
ポン玉をもとに

もどそう
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なべやフライパンのとっ
手は，プラスチックでで
きているものが多いね。
何でだろう？

冷ぼうを使うときは，風向きを〔⑨　　　　　〕
向きにして，できるだけ部屋の〔⑩　　　　　〕
の方に冷たい空気を送るようにします。冷たい空気 
は〔⑪　　　　　〕におりてくる

ので，じょじょに部屋全体がすずしく 
なりますね。 

だんぼうを使うときは，風向きを〔⑫　　　　　〕
向きにして，できるだけ部屋の〔⑬　　　　　〕
の方にあたたかい空気を送るようにします。風向きを 
横にすると，あたたかい空気が〔⑭　　　　　〕
の方にたまってしまい，部屋の〔⑮　　　　　〕
側はいつまでも寒いことになります。

あたたかい空気は上にいき，冷たい空気は下にいくことを学習した
ね。エアコンを使って部屋をすずしくしたりあたたかくしたりすると
き，エアコンの風の向きをどのようにしたら，効

こう

果
か

的な使い方になる
かな？

金ぞくは熱を〔⑦　　　　　　　〕ので，なべやフライパンを下から熱していると，全体があ

たたまっていきますね。もしもとっ手の部分も金ぞくでできていたら，熱くて持てなくなってしまい 
ます。プラスチックは，金ぞくよりも熱を〔⑧　　　　　　　　　〕ので，とっ手の材料と

して適
てき

切
せつ

なんですね。

なべ フライパン

プラスチック

プラス
チック

金ぞく
金ぞく

冷たい空気の流れ

エアコン

あたたかい空気の流れ

エアコン

金

ぞく
のあたたまり方

なべのとっ手
が金ぞくでで
きていたら…

空

気の
あたたまり方

エアコンを効
果的に使おう
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